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第3節 ミャンマー (Myanmar)

黒田一雄

1.はじめに

ミャンマーの高等教育事情に関しては、この国の特殊事情もあり、入手できる資料・文

献が非常に限られている。そのため、今回の調査では現地の研究協力者の存在と現地での

聞き取り調査が重要な意味を持つことが当初から想定された。しかし、現地とのコミュニ

ケーション方法が限定され、また現地研究者の研究協力にも政府の認可が必要であること

や、調査のためのピザ取得の困難等から、現地研究協力者も、現地での聞き取り調査もな

しに、日本で収集できる限られた情報や文献を頼りに本節を執筆することになった。この

ような状況から、執筆自体を断念することも考えられたが、 ASEANの加盟国であるミャ

ンマーに関する情報が本報告書に掲載されないことの奇異を避けたいという思いと、本研

究の総括代表者の堀田泰司先生の情報収集への熱心なご協力により、本節を執筆すること

ができた。ここにあらかじめ、本節が設定された課題に十分に答えきれていないことに対

する若干の弁疏と、堀田先生への心からの感謝を特に申し上げたい。

2.国全体の高等教育制度の概要

(1)歴史

ミャンマーにおける近代的高等教育は、 1878年の英国植民地統制下、インドのカルカツ

タ大学の一部として設立されたヤンゴン政府高等学校 (YangonGov，国型mentHigh SchooJ) 

に始まる。 1884年にやはりカルカッタ大学の一部としてヤンゴン大学 (YangonCollege) 

が設立された。学位を授与することのできる、独立した大学としては 1920年のヤンゴン大

学 (YangonUniversity)の設立が最初である。 1925年にはマンダレー中聞大学 (Manda1ay

1n旬rmediateCollege)がヤンゴン大学の一部として設立され、この園、 2つ目の高等教育機

関となった。第二次世界大戦後の 1947年、マンダレー中聞大学はマンダレー大学(M阻 da1ay

University College)になり、 1958年にはヤンゴン大学に付属しない、独立したマンダレ一

大学 (MandalayUniversity)が誕生した。こののち、高等教育機関は独立政府のもとで、徐々

に増加したが、 1964年には大学法 (Univ，悶ityAct)が発効し、大学中央評議会 (University

C四国1Council)や大学機関評議会 (Councilof U凶versi旬AcademicBodi田)が設置され、ま

た大学行政事務局 (Univ師 ityA血血is回世田O伍ce)が誕生し、法制的にも高等教育制度が

整えられていった。大学行政事務局は 1972年に高等教育局 (Depar佃 entof High Education) 

に再編成された(1983年に Depar岡田tofHigher Educationに改称) (MyaAye 2009)。

(2)行政機構

現在、教育省には以下の 10部局があり、 2つの高等教育局が高等教育行政の中心となり

ながらも、他の部局も直接・間接的に高等教育行政に携わっている。
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表1 韮ヤンマー教育省の部局構成

1. Dep町伽le目 。f Higher Educatiou (Low悶
My昭皿.ar)

2. Dep臣官ne酷 of Hi唱;her Education (U即位

My組 mar)

3. No.1 Dep四加副首ofBasicEdu開 tion

4. NO.2 Depar虹nentofBa蹴 Edu開封on

5. NO.3 Depar皿entofBas四 Educatio畳

6. Dep富むnent of Edu四位。001 PIan出喝岨d

士ぬ血盗事

7. Dep町釦le成。fUI説明rsities'HisもoricalResearch 

8. Dep智駐鵬首直ofMy組踊arLan哩uageCo臨捌醐開設

弘 Myan血arEdl阻ational丑錨earchB粧間嶋

1O. My組血虹Bo田'dofExa血組組曲

出典:MyaAye200型

ただし、教育省所管の大学は 64のみで、下記のように、労の高等教育機関が教育省以

外の省庁に所管されている。しかし、教育省所管の大学も、教育省所管以外の高等教育機

関も、総計 156の高等教育機関が大学中央評議会と大学機関評議会の管理下にあり、統合

的な高等教育行政がなされている (MyaAyc200到。なお、このすべての大学が国なで、授

業料も原則無料となっている (SawPyone Naing 200例。

表z韮ヤンマー各省庁盟IJ高等教育機鶴数
No. M珊is町 Numh訂 of 

Institutions 

Education 岳4

2. Health 14 

3. Science and Technology 56 

4. Defi盟関 5 

5 Cul旬開 2 

6. For国首y l 

7 Agriculture and Irrigation 1 

8. Lives!ockB開eding組 dFish盟y l 

争a Co圃oper説明S 5 

10. Civil Service Selection組 dTrain血喜Board l 

11. Religious Affairs l 

12. Progress of Border Are酪組d National Races a程4 2 

Development A偽1TS

13. Tr組静岡 3 

Total 156 

出典:MyaAye200習
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教育改革は、ミャンマーに特徴的な政荒立案・実描手段である『セミナー開催」を通じ

て行われている.高等教育分野では 1997年以降、年に一度闘係者を招いて「高等教育セミ

ナー」を高等教育局は開催し続け、単位制の導入など、様々な改革を行った.

(3)就学串

高等教育の輯就学串は、世界銀行E曲tat.によると、 70年代を通じて2帖程度だったが、

80年代から 90年代にかけて，%程度で推移し、 90年代の桂半から樟々に拡大し続け、最

も新しい2冊7年のデータで 11%となっている(図1参照).また、男女別では興味楳いこ

とに、統計の存在する 1980年代から女性の高等教育就学率が男性のそれを上回っており、

現在では女性12%、男性9%となっている(園2参照)。
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園2 ミャンマー寓晦教育就学串由推移(里女別宮む)(出典白期，，"で作成)
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(4)高等教育機関の種類

158の高等教育機関で学ぶことのできる科目は、法律、経済学、経営学、教師教育、外

国語、工学、海洋学、防衛、農学、森林学、医学、看護学、獣医師科学等にわたる。また、

学部課程だけではなく、大学院ディプロマ、修士学位、研究修士学位、博士学位、人的資

源開発プログラム等を担っている(後の表4、表5を参照)。

ミャンマーにおける高等教育機関は、学位に着目すると以下のように分類することがで

きる。

①単科大学を含む大学 (Universitiesand Instiutes) 

②学士号を授与することのできる学位授与単科大学 (DegreeCol1eges) 

③学士号を授与できない短期大学・カレッジ (Col1eg田)

また、別に下記のような分類もできる。

①文・理科大学 (Arts and Science Universities)ー教育省所管

②単科大学 (Professiona1Universities/Institutes/Degree Col1eg田) 教育省以外の省が所管

③文・理学位授与大学(Arts姐 dSci阻 .ceDegree Col1eg田) 教育省所管

④短期大学 (Education!Co-opemtive Col1eges)ー教育省や協同組織省の所管

(以上、ミンミンサン 2004) 

(5)高等教育機関の地理的所在

ミャンマーの高等教育機関は地理的に分散するように設置されている(表的。これは、

高等教育への平等なアクセスを確保するための配慮であるが、最近ではマルチメディアに

よる遠隔講義等も導入し、さらなる高等教育アクセスの拡大と不平等の是正、利便性の向

上に努めている (SawPyone Naing 2009)。

表3 管区・州別高等教育機関数 (2003・2004年度)

管区・州 文理科大 単科大学 文理科学 短期大学 計

"f: 位授与大

学

ヤンゴン管区 6 20 1 4 31 

マンダレー管区 6 23 1 4 34 

パゴー管区 2 5 1 2 10 

マグエー管区 2 6 l 2 11 

サガイン管区 5 l 3 10 

エーヤワディ管区 3 6 12 

タニンタリー管区 2 4 7 

カチン州 4 2 B 

カヤー州 2 3 

カレン州 2 4 
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チン州 2 3 

モン州 2 4 

フカイン 2 4 

シャン州 2 B 2 13 

計 30 91 9 24 154 

出典・ミンミンサン 2004 

3.単位制度に関する規定、認証システム等の概要

ミャンマーにおける単位制度は、大学院レベルにおいて 1999-2000年度から、学部レベ

ルにおいて 2000・2001年度から導入されている(Minis町 ofEducation2004， 7.2.4)。単位制度

については、教育省が高等教育改革のために、 1997年から 2000年にかけて主催した「高

等教育セミナー」において、議論がなされ、導入が決定された。上記教育省の文書にも「単

位制度は学生が個々人の能力に合わせて、それぞれのベースで進級することを可能にし、

またミャンマー人の学生が学生交流プログラムで外国の大学に転学する時にも役立つ」と

している。ただし、保健省等の教育省以外の省が所管する高等教育機関や国際小乗仏教伝

道大学のような特殊な大学では、単位制度を導入していないところも多い。

一般的な単位制度では、授業時間 16時聞が l単位と規定され、 l学期 16週48時間の授

業を受けて、学生は3単位を取得する。演習や実践・実験の場合は32時間でl単位と規定

されている。同じ分野においては、どの大学でも卒業要件は変わらない。一般に、 4年も

しくは5年間の学士課程であれば200単位以上、 3年間の学士課程であれば、 140から 200

単位の修得が、卒業のために必要となる(以上、ミンミンサン 2004 127ページ)。

上記の単位数は下記のようなそれぞれの学位とその修業年限に対応している。また、専

門によっても若干異なっている。ミャンマーにおける高等教育のシステムは以下のような

構成になっている(MyaAye2009)。

表4 学位プログラムの種類と修業年限・コース数

修業年限 コース数

3年間 57 第一学位 (FirstDegree) 

優等学位 (HonorsDegree) 4年間

1年間

2年間

1年間

a
a
T

内

4
r
o
n
U
2

今

3

内

4
4
U守
内

4

ディプロマ (Diploma)

修士学位 (M田町'sDegree) 

研究修士 (M田町ofResearch) 

博士 (Doctorof Philosophy) 5年間 27 

出典:SawPyoneN副将2009
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表5 大学別学士号と就学期間

学士号 修学

期間

医科大学(Insti組担ofMedicine) 医学土 6 

歯科大学(In副知旬ofDental Medicine) 歯学士 5 

獣医科大学(U血V悶 ityofVeterin町 Science) 獣医学士 5 

薬科大学(Institu胞 ofPharm即 y) 薬学士 4 

医療補助科大学(Institu胞 ofP町組曲.calScience) 医療補助学士 4 

看護科大学(Insti旬結ofNursing) 看護学士 4 

社会保健学大学(Institu旬ofCom皿unityHeal血) 社会保健学士 4 

伝統医科大学(Unive四ityofTraditional Medicine) ミャンマー伝統医学士 4 

エジン農科大学σezinAgric叫turalUniv町sity) 農学士 4 

林科大学(Insti旬teofFores句) 林学士 5 

国立工業大学 (GovernmentTechnical College) 技術学士 4+1 

国立コンピュータ大学 (Gover百m四tComput町 コンピュータ科学士 3 

Colleges) 

経済大学(Institu旬ofEcono阻 cs) 経済学士 3 

教育大学(In副知旬。fEducation) 教育学士 4 

外国語大学(UniversityofForeign L岨.guages) 文学士 3 

文・理科大学(Arts阻 dScience Univ町sities) 理学士・文学士 3 

出典.ミンサンサン (2006)より作成

また、以下に単位数と週当たり時間数、総時間数の対応を示す事例として、教育分野に

おけるデディプロマコース(1年間)の例を示す。

表6 教育ディプロマコース(1年)のカリキュラムと単位散の事例(第1学期目(16

週))

科目 週当たり 総時間数 単位数

時間数

1 教育原理 5 80 4 

2 教育，心理学 5 80 4 

3 方法論

(1)ミャンマー語 4 64 3 

(2)英語 4 64 3 

(3)数学 4 64 3 

(4) 自然科学と基礎科学 4 64 3 

(5)総合研究と社会科 4 64 3 

4 体育教育と課題授業

(1)体育 7 112 l 
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(2)産業芸術・家庭科 2 32 1 

(3)農業 2 32 1 

(4)音楽 2 32 l 

5 課外活動 5 80 

総計 50 800 28 

出典:UNESCO IBE (2006) 

表7 実習科目(教育英曹と評価)8週間 (2単位)(第2学期目 (16週))

科目 週当たり 総時間数 単位数

時間数

l 教科

(I)ミャンマ一語 5 80 4 

(2)英語 5 80 4 

(3)数学 5 80 4 

(4)物理学もしくは歴史 5 80 4 

(5)化学もしくは地理 5 80 4 

(6)生物もしくは経済学 5 80 4 

2 体育教育と課題授業

(1)体育 7 112 1 

(2)産業芸術・家庭科 2 32 1 

(3)農業 2 32 1 

(4)美術 2 32 1 

(5)音楽 2 32 1 

5 課外活動 5 80 

総計 50 800 28 

出典:UNESCO IBE (2006) 

4.成績評価制度に関する規定、認証システム等の概要

2学期制の多いミャンマーでは、成績評価が学期の終わりに実施される。期末試験に関

する規則をミンミンサン (2004)は以下のように述べている。

期末試験に関する規則は、以下のとおりである。

①期末試験を受ける為に、学生は最低75%の出席が必要であるロ

②病院による健康診断書を提出した場合は、 1学年に 21日間まで休みが許可

される。

③出席が 75%に満たず、期末試験を受けることができなかった学生は、試験

に一回落第したものと認定される。

教育省が管轄する大学の期末試験に関する他の規則は次のとおりである。

①特定の学期において必要単位数を満たせない学生は、次学年の同じ学期に

再履修し、期末試験を受けること。
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②特定の学期において必要単位数を満たしたが、(追試験も含む)期末試験に

落第した学生は、次学年の同じ学期に落第した科目の試験を外部の学生と

して試験を(ママ)受けること。

③特定の学期において必要単位数を満たして期末試験を受ける資格を持つが、

期末試験を受けなかった学生には、追試験を受けることは許可せず、次学

年の同じ学期末に行われる試験のうち、受験しなかった科目の試験だけを

受けること。

他に、ミンミンサン (2004)は、ミャンマーの高等教育機関では絶対評価が行われてお

り、成績の評点は4段階もしくは5段階で行われ、大学や分野及び科目の種類によって、

この段階の規定は異なる、としている。また、「不可」の場合は再履修ができ、「可」以上

の成績を取得した場合には先の「不可」は成績表に記載されないことを説明している。

また、堀田の2010年2月のバンコクにおけるミャンマー人大学教員からの聞き取り調

査によると、全体学生の上位25%が4(Excel1ent)を獲得し、次の25%-60%(Good)、そ

して残りは2(Fait)とかなりの人数が不可となっており、「医学部では下限がさらに高く

なり、 50%に達している」とのことであった。このように成績評価の基準や方法は、分野

や大学によって、大きく異なっていることが推測される。

5.学生交流、単位互換等に関する概要

ユネスコ統計研究所の2009年版GlobalEducation Digestによると、ミャンマーから外国

に留学している総数は3，372人あり、そのうちの多くがタイ (741人)、日本 (720人)、米

国 (639人)、マレーシア (451人)、オーストラリア (289人)の5カ国に留学している

(UNESCO Institute of Statistics 2009)。さらに歴史的に関係の深い英国、アジアで留学生数

が拡大している韓国やインド、シンガポールにも相当数が留学していると考えられる (Saw

Pyone N aig 2009)。また、ミャンマーには57人の外国からの留学生が留学している

(UNESCO Institute of S旬出世田2009)。奨学金付きの海外留学機会については、政府が相当

程度コントロールしていると考えられるが、上記の留学生の多くは、政府奨学生ではなく、

私費留学生だと推測される (SawPyone Naing 2009)。

ミャンマー政府は2000-2001年度から 2003-2004年度の教育特別4カ年教育計画におい

て、 5つの主要分野として「国際協力の拡大」を挙げており、 21のプログラムの中にも、

その8つ目として「東南アジアや世界の大学との協力やネットワークを構築する」として

おり、大学の国際交流にも一応の積極性を見せている。その結果、教育省は外国大学との

大学問協定、共同研修プログラム、共同ワークショップ、共同セミナー、共同研究が増え

たとしている (Mi山町ofEdu同世間2004)。しかし、ミャンマー学生の海外派遣や外国人

留学生の受け入れが、そうした積極的な政府の姿勢の対象に含まれるかは、疑問である。

単位互換制度については、ミンミンサン (2004)は、「外国で取得した単位の認定や評価

については、特に規定されていない。学生が特定の大学入学を志願することによって、そ

れぞれの省はケース毎に検討して許可することになっている」としている。
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6.各国の高等教育プログラムの質を保証する認夜システムの概要

ミャンマ一政府は 2000-20例年度から加03-20例年度の教育特別4カ年教育計画におい

て、 5つの主要分野として「教育の質の向r:Jを掲げ、 21のプログラムにおいても、以 F

のような取智組みを行うことが約されている (M泊i政 yofEducation 2004)。

-大学、学位授与単科大学、単科大学のカリキュラムが国際水準との差異を見直し、

改定する。

-カ Fキュラムの間際水準.，....の改定とともに評価制度を改定する。

・カヲキュラムや教授方法を改善して、独創性や創造性、分析手法、現代技術を習得

し活用することができる能力、そして人間的成長を促進する。

この他、 30年計画では学際コースの提供で教育の質を向上させようという教育省の攻策

は明様であるが、教育の質を保証する帯1)度・システムについては、教育省関係の文書に明

確な情報を見つけることができなかった。ただ、ユネス口凶際教育局の WorldData on 

Educa話。nfとは、大学中央評議会 (Univ世話tyCen甘alCounci!)と大学機関評議会 (Counci!of 

University Acade閑 cBodies)の説明があ号、大学中央審議会は様々な省庁に所管されるミ

ヤンマーの大学・単科大学・学位授与単科大学の全てを締緩的に調整する機関であること、

大学機関協会は大学中央審議会が決定した規定を各大学に提示し、遵守するための活動を

していることが分かつた。したがって、各大学の教育の質保証にも、この2つの機関が一

定の役割を果たしていることが類推される。
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